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成した(第８図の３)。山頂部では茶臼溶岩流力噴出
し（約10000年前)，休止期をはさみながら小規模な
火砕流の噴出を伴う噴火が繰り返されて大丸火砕流
群堆積面が形成された(約6000年前)｡茶臼溶岩流の
噴出口付近には茶臼火砕丘が形成され，その中に茶
臼溶岩円頂丘が貫入し茶臼岳が形成された（第８図
の４)。
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